
伊方原発広島裁判 
「勝てば即停まる仮処分」講演会・学習会 

脱原発の戦略 
映画監督・弁護士 

河合 弘之 
（脱原発弁護団全国連絡会共同代表） 

伊方原発3号機運転差止仮処分申立事件第1回審尋日 
日時：2016年4月28日（木）12:30～13:10 
場所：KKRホテル広島 安芸の間（小） 
主催：伊方原発広島裁判応援団 
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１．日本は超地震・津波大国 
世界平均の130倍 
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世界の地震分布図 
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世界の原発分布 
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世界の地震と原発の分布 
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２．原発正当化理由 
自己完結型永久エネルギー構想 

「日本は資源小国」  自己完結型永久エネルギー構想 

ウラン 
燃料 

軽水炉 

再処理 

高速増殖炉 

プルトニウム燃料 
（100） 

使用済燃料 再処理 
？ 

開放型永久エネルギー構想 

自然エネルギー 

プルトニウム燃料 
（100+α） 

永久回転 
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３．巨大利権構造 「原子力ムラ」図 

原子力ムラ相関図 
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４．日本の電力は余っている 

今まで原子力が発電してい
た電力は、火力発電所を約
２０％多く稼働することに
よって、簡単にカバーでき
ることが分かる。また、水
力によってもカバーできる。
つまり、日本のすべての原
発を止めても、火力・水力
発電で十分に補えるため、
今まで通りの生活を続ける
ことができるのである。 

大下英治・河合弘之『脱原発』（青志社）159頁より 
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５．国富の流出？ 

全原発停止 

3兆6千億円分の石油輸入代金増加（年） 

実は1.5兆円 

ギリシャ化？ 

• GDP    600兆円 

• 国富  3,000兆円 

• 海外資産 300兆円 
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６．原発は経済問題か倫理問題か？ 

日本では経済論争に偏っている 
 
ドイツの「倫理委員会」 

使用済燃料の処理、子ども・労働者の被曝問
題の置き去り － 倫理、宗教は？ 
 
「ファウスト的取引」 
「他人の不幸の上に成り立つ倖せ？」 
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７．原発はCO2対策として優れて 
  いる？ 

CO2と放射能はどちらが怖いのか 
どちらが国を滅ぼすのか 
日本だけで解決できるのはどっちか 

８．新規制基準は世界最高？ 

その欠陥 

 基準地震動不合理性 
 立地指針なくし 
 使用済み核燃料プール無防備 
 避難計画除外 
 火山学会無視 
 安全不宣言！     など 
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９．もう重大事故は起きない？ 

1万年に1回？ 
10万年に1回？ 
100万年に1回？ いや50年に3回！ 

１０．映画『日本と原発 4年後』 

全ての論点を網羅 
これを観ないで 
原発を語るなかれ！ 
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１１．原発裁判の全体像 

2011.7 脱原発弁護団結成（約300人） 
3.11で「裁判官の目からウロコ」 

①原発運転差止訴訟 

本 訴：ほぼ全原発（東通、女川除く） 
    大飯原発、福井地裁で勝訴 
      （金沢高裁で控訴審中 次回６月８日） 
仮処分：高浜原発で敗訴 １２月２４日（福島地裁） 
    高浜原発で勝訴 ３月９日  （大津地裁） 
      （大津地裁で異義審中 次回５月１０日） 
    川内原発で敗訴 ４月６日 
     
    次は伊方原発 
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１１．原発裁判の全体像 

②東電役員株主代表訴訟 

５兆５４０５億円 佳境に入る 

③刑事告訴 

平成27年7月31日 強制起訴（勝俣、武藤、武黒） 

④損害賠償請求 

訴訟とＡＤＲ－無数 

⑤原発メーカー責任追及訴訟 

原賠法の責任集中制度との闘い 
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１２．脱原発の戦略 

敵は一点突破全面展開 
  しかし全面とはいえ、川内－伊方までしか展望なし 
  （田中俊一委員長・日経新聞平成27年8月8日朝刊） 

訴訟、仮処分、デモ、集会、地元首長への圧力、パブコメ 
等々で再稼働を止める、遅らせる 

 
時間を稼ぐ、事故を制圧する 
 
自然エネルギーの劇的発展を呼び込む 
  （「自然エネルギーは安全、雇用に良い、儲かる！！」 
   儲かるとわかれば企業は堰を切ったように参入する） 

脱原発 
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１３．飯舘村村民歌 
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ご静聴ありがとうございました 
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